
4 農林水産業の立地と分布

持続可能な社会のために重要な産業は何だろうか。みなさんはど
う考えますか。

八街市根古屋「寝釈迦」



1．自然条件と人為的条件

漁業：2018年の漁業・養殖業の世界全体の生産量は1億7850万トン超
⇒その約46％が養殖業

「とる」から
「育てる」へ
サーモンの例
を見てみよう

漁業のイメージも
変わりつつありま
すね

（水産研究・教育機構 瀬戸内海区水産研究所）

「そだてる」には人為的影響（政治経済、技術革新、文化、ライフスタイルなど）の影響大
一方、自然の下で育つ動植物の狩猟・採取・栽培は地域性に影響を受ける

https://www.fra.affrc.go.jp/cooperation/knowledge_platform/salmon_sub/1st_session/files/4.pdf


自然条件と人為的条件の関係性による農牧業分布

（二宮書店、基本地図帳より）



ダウエント・ホイットルセーの農牧業分布

・自然条件と人為的条件の関係性を加味した農牧業分布
・自然条件（土壌、気候、...）＋農牧の種類＋歴史的・社会的条件
・13の区分（その後の修正あり）

分布の要因や背景を考えること
・粗放的⇔集約的
・湿潤⇔乾燥
・冬雨⇔夏雨
・プランテーションと市場経済
・低地、高原、山岳、．．．
・歴史や文化
・経済
・その他 ケッペンの気候区分（NHK高校講座） 地球地図標高（国土地理院）

○様々な穀物、野菜、畜産製品等について産地の特徴を調べてみよう
○どのような歴史、習慣、文化が生産に関わっているか

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/chirisougou/contents/resume/resume_0000000462.html
https://www.gsi.go.jp/kankyochiri/gm_global.html


2．生産地と消費地の非対称
農産物、水産物、林産物の生産地と消費地が一致して
いない場合があること（コーヒー、カカオ、茶といっ
た嗜好品が多い）
⇒フードマイレージが大きくなる傾向（環境負荷大）

・コーヒー栽培の適地は緯度で概ね南北20度の範囲
・プランテーションにおけるモノカルチャー(単一栽培）

自国の消費が多い国
と、輸出が多い国

歴史や文化が関係

発祥はイスラーム文
化圏、ヨーロッパに
伝わり、植民地政策
を通じて世界へ

（https://www.thecoffeeshop.jp/）

https://www.thecoffeeshop.jp/


3．限界の克服
品種改良や生産技術の改良による生産の限界の克服
・稲の品種改良による冷涼な地域への作付け
・灌漑設備の整備による生産性の向上
⇒日本の圃場整備
・ 区画整理
・ 農道の整備
・ 用排水施設の整備
・ 暗きょ排水の整備

⇒伝統的な灌漑水路
・カナート、フォガラ、カレーズ

⇒近代的な地下水利用
・センターピボット（ハイプレーンズ）

農作業が楽になった

緑の革命とは
●高収量品種(HYV)の開発
●化学肥料の投入
●灌漑・排水設備

しかし、
●伝統的な農業が廃れ、
●貨幣経済に巻き込まれ
●農家の経済的負担が．．．

緑の革命は世界、特に
アジアの食糧増産に貢
献した。
その功罪は？

半乾燥地域であるハイプレーンでは地下水利用
が増加し、水資源の持続可能性に懸念が生じて
いる。（写真は帝国書院「高校地図帳」）

農業技術の向上が何をもたらしたか。視野を広くし
て、また時間軸を未来に伸ばして、調べてみよう。

https://www.maff.go.jp/j/study/kome_sys/11/


4．農地開発と森林環境

●森林が成立する地域では、森林を伐採することで農地を増やしてきた。
●乾燥・半乾燥地域では地下水を利用することにより、農地を増やしてきた。

●黄色：農耕地、●
赤：熱帯雨林、●橙：
熱帯季節林、●緑：
常緑広葉樹、●緑：
落葉広葉樹、●緑：
常緑針葉樹、●緑：
草地、●灰：沙漠

自然植生の復元
人間が土地被覆を変えなかった場合
の植生分布

土地被覆の現況
現在の土地被覆。農耕地の分布域を
自然植生図と比較してみよう。

人間は後氷期に、繁栄の時代を迎え、各地に進出し、農耕地を切り拓いた。その結果、グローバ
ルスケールでも認めることができるほどの土地被覆変化を引き起こした。（Kondoh, 1995)

土地被覆の変化は
何をもたらしたの
だろうか？



熱帯林の改変
生物多様性の喪失、
温室効果ガスの放出
⇒伐採を止めよう
エコな生活をしよう

地域の産業、人生、グ
ローバルサプライ
チェーン、．．．
⇒問題は複雑

1990 2000

(GeocoverTMMosaic)

アブラヤシプランテーション拡大の実態は

アブラヤシ

ゴム

背後には
何があるか

https://www.google.com/maps/@1.2364721,101.1145685,635098m/data=!3m1!1e3?authuser=0&entry=ttu


（現代農業、2008年12月号、関論文より）

インドの植物性油脂関税化
▼

インドの
菜種油業
界に打撃

テレカップリング
距離を超えた社会経済的および
環境的な相互作用

人生 小さな豊かさをめざすことは、基本的人権である

何をすべきか：地球研プロジェクト
熱帯泥炭地域社会再生に向けた国際的研究ハブの構築と未来
可能性への地域将来像の提案(PL:甲山治、2014-2021)
地域の人びとと協力しながら、パルディカルチュア（再湿地
化した泥炭地における農林業）を実践し、乾燥・荒廃化した
泥炭地の湿地化と回復をめざす。

90年代のリアウ州L村では、土地
なし労働者が個人農園経営に参入
し、その経営規模を拡大させるこ
とで大規模経営者となる社会階層
の上昇移動が生じていた。
小泉佑介(2019):インドネシア・リアウ州に
おける移住者のアブラヤシ個人農園経営を通
じた社会階層の上昇移動,地理評、
92(6),343-363.

地球温暖化問題の達成をめざす、
遠回りの道

現実に真摯に向き合い、
問題に対峙しながら、

未来を展望する

https://www.chikyu.ac.jp/peatlands/


５．チューネンモデル
市場と生産地の関係からみた土地利用の配置
⇒チューネン「孤立国」(1826)

一つの市場の周辺に広がる農地の最適配置
⇒地代と輸送費からモデル化

このモデルの仮説は何か、理解した上で解釈！

基本モデル

応用モデル

基本モデルの考え方
・市場近傍⇒自由市場
地代が高いが輸送コストは小さい⇒鮮度が求められ、高価

格な農産物（自由市場）
・その外側⇒林業
都市生活に不可欠な材木や薪炭材を供給
⇒ただし、重いので輸送コストがかさむ

・さらに、外側⇒小麦などの穀物⇒林産物より軽く、長期保
存が可能
・外縁部⇒牧畜
⇒高大な面積が必要⇒動物は市場まで自分で歩ける！

19世紀のヨーロッパがモデル、現実世界ではどうか、を考え
ること

モデルは現実世界の系統的理解につながる
ただし、

・普遍性は学術の目標
・現場では普遍性の上位にある地域性、個別性を重視



武蔵野台地の新田集落と都市型洪水

・武蔵野台地は水に乏しい台地だったが、江戸時代の玉川上
水（とその支川）の建設により新田集落が発達
・集落は用水を中心に（典型的なパターンとして）用水・家
屋・屋敷林・畑・雑木林の配列をとる
・台地を刻む谷津は水田として利用
・東京の人口が増えるにつれ、野菜の都市近郊農業が発達
・谷津田は住宅地として売却
・その後、台地面の開発も進み、不透水域面積が増加
・1958年狩野川台風により谷津が開発された住宅地が浸水

⇒都市型洪水の発祥
（図は古今書院「風景のなかの自然地理」より）



6．都市周辺の農林山地の現在

○現在の日本では年間を通じて多様な野菜が供給
⇒地域の気候を活かして収穫時期をずらした栽培
＋エネルギーを供給するハウス栽培

Ｑ：野菜の旬は知っていますか？

伝統的野菜：江戸野菜、なにわ野菜⇒ブランド化
・京都：壬生菜、九条ねぎ、賀茂なす、聖護院だいこん、など
⇒食文化の形成：「おばんざい」、千枚漬け、など

都市化による産地の変遷、種も一般販売されるように

地域の伝統的な野菜には何があるか
・練馬だいこん(東京）
・温海かぶ(山形）、平良かぶ（秋田）
⇒焼き畑農業

○山地の機能の変遷
・薪炭材供給地：燃料革命による需要の
減退
⇒高付加価値の建築材供給

林業復活の兆しは？
どんな動きが生じているか？
新しい時代を創造できるか！

新たな問
題が？

（焼き畑火野カブ https://www.akikyo.net/焼き畑火野かぶ/）

https://www.akikyo.net/焼き畑火野かぶ/


H21東京都中央卸売市場計たまねぎの月別県別出荷実績農畜産業振興機構
https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/yasai/1104_yasai1.html

なぜ一年中同じ野菜を買うことができるのか

たまねぎの生産量は、北海道が
全国の約６割を占めており、次
いで佐賀、兵庫、愛知県(H21)

主要産地の出荷時期は、北海道
産が８～４月、佐賀県産が４～
８月、兵庫県産が５～８月を中
心にほぼ周年

産地ごとに出荷時期が異
なるので、わたしたちは
一年中たまねぎを食べる
ことができるのですね！
良い点や問題について考
えてみよう！

https://vegetable.alic.go.jp/yasaijoho/yasai/1104_yasai1.html


7．グローバル時代の産地保護
地域の名称が使われている特産品
・ゴルゴンゾーラ（チーズ）、テキーラ（醸造酒）、シャンパン（発泡ワイン）など
⇒日本の例は？

地理的表示（GI: Geographical Indication)は知的財産
・地域的ブランドとして展開し、産品の差別化・個性化
⇒産地としての活路（経済的便益）
Q:ただ乗りをどう思いますか？知的財産権は何のためにあるか？

先駆的地域 ヨーロッパ
・フランスではテロワール（地域の風土）を活かして個性的なブドウやワインを製造
⇒AOCと呼ばれる生産地を含む品質保証制度
⇒フランスワインは地域ごとの地質の違いによって味が異なり、個性が出る

日本の制度： 「特定農林水産物等の名称の保護に関する法律」（地理的表示法）
・夕張メロン、但馬牛など

EUとの連携（EPA：Economic Partnership Agreement)
・相互にGIの保護を求めることができる

ローカルな産地がグローバル市場とつながる！

千葉県には
GI登録され
た農産物はな
いようです。
でも、様々な
恵みが！

https://www.pref.chiba.lg.jp/ryuhan/pbmgm/norin/nosan/index.html


コラム すしのグローバル化

日本のすし文化が世界へ⇒すしの変遷 例：カリフォルニア・ロール

すしネタの海外からの輸入⇒食卓のグローバル化 功罪はあるか？
⇒サーモン、エビ、マグロを通して考えてみよう！

私たちが食べている水産
資源はどこから来たか？
何が起きているか？



輸出を制限したら、
国内でだぶついて価
格が下がってしまう
ぞ！

(出展：東京大学沖研究室）

関係性について考えてみよう

仮想水
日本へはどこからのフローが多いで
しょうか
相手国の水問題に加担？

アメリカ、オース
トラリアは自由主
義経済の国
．．．何を意味？



食糧高騰の時代？

資源問題は食糧問題と直結している

現在の農業技術は石油づけである

石油が欠乏すれば、食糧も．．．

もし、石油が入ってこなくなったら？

２００８年の石油価格高騰は有機栽培
への端緒となった さて未来は？

この懸念は現実に！



注）1バレル＝約159リットル

価格変動の背
景にはなにが
あるのか？

また、価格変
動によって何
が起こった
か？

それは食料安
全保障に関す
る認識をどう
変えたか？



朝日新聞2008年5月4日

空腹が世界乱す－食糧暴発

ケニア肥料高、畑に草

●アメリカ製の肥料の値上がり

なぜ、アメリカ製？

なぜ、肥料がないと？

“生きる”ということに関わる営みである

“農”を他者に依存する社会

緑の革命・市場経済の一側面

ナイロビ近郊1987

食糧危機
が現実
に！



タンザニア1992。鉄棒で土を突き、穴に種をいれるが、そ

の種は何種類かが混ざっているように見えた。

タンザニア1988乾季

タンザニア1988雨季

変わるアフリカ－脱貧困へ食糧増産（朝日新聞2007年12月9日）

「．．．化学肥料と高収量のトウモロコシの種が無料で配布され、普及員が指導に回っ

た。．．．食糧増産の成果は目覚ましかった．．．」

今後、化学肥料とHYV(High Yield Varieties)の種はお金を出してグローバル企業から買

わなければならない

地域の農業がグローバル経済に取り込まれたことになり、農業が先進国の企業に支配され

たともいえるかもしれない。



農業の多面的機能とは

農業には産業、生業として
の機能のほかに様々な機能
がある。

これは日本学術会議におけ
る提言により、発信され、
政策に反映されている事例
でもある。

農の営みを広い視野で眺め
ると何が見えるか？

学術と社会の関係は？

https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/nougyo_kinou/


有機農業推進法（2006年12月成立）

オーガニックビレッジ

農水省「みどりの食料システム戦略」

現代農業に関わるキーワード

有機農業

農水省「生物多様性戦略」


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22

